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身体表現 活動内容 園児の行動 教師の行動

「動物の真似」
♪おうまはみんな

馬の真似をして、走る。 音楽に合わせて馬の真似をして動く。 馬の特徴を伝える。

「友達と二拍子」
♪とんぼのめがね

2人組になって「とん（手拍子）、パチ（友だちと手を
合わせる）」と二拍子を感じる。

1回目はうまくいかず、押し合いのようになった。友
達と相談しながらゆっくりと練習する。

2人組になって手を繋いで座るよう
に指示する。見本を見せる。

「ありさんのおうち」
♪二拍子のリズム

フープをアリの家に見立て、入ったり出たりする。
音の変化（速度、高低）を感じて教師の指示通りに
動く。しゃがんで小さくなって移動する園児もいた。

音の変化を伝えて、音に合わせて
動くように指示する。

「おつきさま」
♪月（つき）

フープを月に見立てて、持ち上げたり左右に揺れた
りする。月の色や形について問う。

フープを上に上げてくるくると自転する園児もいた。
10月はお月見という行事があるこ
とを教える。

「おだんご」
♪あっちこっち～
「やまにのぼれ」

ボールを配り、お団子に見立てて遊ぶ。
お団子の味を問う。ボールの感触を確かめる。
歌いながら体の部位（頭、背中、首）にボールを乗せ
る。

「パンの味」「りんご味」「ぶどう味」「おもちゃの味」
など様々な答えを言う。
教師の真似をしてボールを動かす。素材の性質に
気が付いて投げたり転がしたりする園児もいた。

「できるかな？」などと声をかける。
歌いながら動きを見せる。

「ドライブ」
♪即興的効果音
♪速い4拍子
♪低いド
♪速い4拍子
♪サイレンの音
♪半音付点のリズム
～不協和音
車がヘリコプターに変身
→三拍子

フープをハンドルに見立てて、運転の真似をする。
ガソリンを満タンにする。
フープを左右に動かしながら走り出す。
赤信号の合図で止まる。
青信号のかけ声で再び走り出す。
道を空け、教室の端による。
でこぼこ道を走る。
車がこわれる。
ヘリコプターで遊園地につくが休園だった。
遊園地にある乗り物について確かめる。

教師の指示通りに動く。
音の変化に合わせてフープの動きも遅くしたり、大
きくしたり、細かくしたりと変化させる。
「赤信号」「青信号」「救急車」などの教師の指示を
聞いて止まる・進むを判断する。動かずにその場で
ずっと止まっている園児もいた。

音が変化したことを伝える。
持っているフープの色を気付かせ
て、フープの色ごとに動くように指
示する。

身体表現 活動内容 園児の行動 教師の行動

引っ越し鬼
♪オクラホマミキサー

先生が鬼役で、音楽が止まったら
フープの中に入る。入れなかったら
鬼に捕まる。
（全園児）

捕まらないように逃げる。
逃げている友達を応援する。
友達に空いている場所を教える。
わざと捕まろうとする。

園児を追いかける。
捕まえた園児を前に立たせて目線を
合わせて会話をする。
捕まった園児は先生の質問に答えな
がら自己紹介をする。

自由遊び
♪ペンギンのプールたい
そう　他

ステージに上がって運動会で踊っ
た曲に合わせて踊る。ポンポンを
持って踊る園児もいる。
（年長）

元の踊りに加えて、習っていない動き
をする。ポンポンを持って音に合わせ
て踊る。
友達が落としたポンポンを拾って箱に
戻す。
繰り返し同じ曲で踊る。繰り返すうち
に、踊る方向や隊形を工夫する。

客席に座って「すごいね」「上手になっ
たね」などの声かけをしたり、拍手をす
る。

造形 活動内容 園児の行動 教師の行動

製作

円・ドーナツ型・四角・三角・ハート
型に切った段ボールに、いろいろ
な木の実を貼る。
（年長）

「観察したい」と言って友達が作品を作
る様子を観察する。
素材が丸いため、平に接着できないこ
とに気が付く。

道具の使い方を説明する。
友達の作品を紹介する。

⑸表現力 

⑺人間性 

⑴ 知識 

⑵ 技能 

⑵技能 ⑺人間性 

⑹学びに向かう力 

⑺人間性 

⑶思考力 

⑷判断力 

⑸表現力 

 

 

＜観察から明らかになった共通の課題＞ 

・情緒的な成長が促されるような経験を 

 環境として設定することが困難である。 

・新たな素材や、既にあるものを 

探求する指導が行われなかった。 

 ・環境に対する葛藤が見受けられず、 

     相手の心情を推し量る経験がなかった。 

    ・自発的な音楽の活動が行われなかった。 

 

 

 

 


